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ページ

128~

131

款

2

総務

予算説明書

1 概要

道路・公園・河川・文化財等の「公共の空間」において環美化活動を行うもので、美化に

対する市民識の揚を図り、市民と市が協した地域活動を推進する。

2 事業内容

(1)市民協働環境美化推進事業(アダプトプログラム)

道路・公園・河川・文化財等の公共空間を「子」に、その公共空間を維持する活動を行う団体

を「里親」に見立てて養子縁組を結び、市が里親の活動を支援する。

支援内容は、ごみ袋その他の}掃用具の支給、ボランティア活動傷害保険の加入、ごみ収

車の配車、管理区域等を示した表示板(アダプトサイン)の設置など

【里親団体数の推移】

年度 13~17

登録 54

脱退

団体数 54 9562 80 86フフ

総務管理費

目

14

しくする
推進費

街を
運

号

事

2-1
市民協

推進

名

境美化

予算額

②地域;掃支援事業(ボランティアj 掃)

道路・公園・河川・文化財等の公共の空間において)掃や除草等の境美化活動を行う団体

や個人に対して、ボランティア清用ごみ袋の支給、ごみ収車の配車等の支援を行う。

※平成28年度ボランティア;掃実施団体 417団体

2,306千円

5T1千円

227千円

9千円

国庫支出金

千円

千円

3,053

訳

その他

千円

財

県支出金

千円

源

地方 一般財源

千円

3,053

③事業内訳

ア需用(ボランティア;掃用ごみ袋等)

イ役務(ボランティア活動害保険料等)

ウ委託料(看板製作・設置委託)

工使用料及び賃借料(,見交換会会借上料)

3 財源内訳

事業
内

千円

3,053

28 29

5 7

3

104 123 140 142 146 151 155

※平成29年度は、平成30年1月末の団体数

千円
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ページ
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199

予算説明

項

保健衛生費

1 概要

市民総参加の継続的な環境行動の実践に向けて、「だれでも」「いつでも」「簡単に」取り組む

ことができる運動(『ながさきエコライフ』の取組み)を展開し、 CO.の排出削減につながる

市民運動の 1出を図る。

併せて、持続可能な地域づくりを担う人材育成(「ながさきサステナプロジェクト」)を進める

ことで、市民の自発的かつ継続的な境行動を促進する

4

衛生

書

目

9

環境対策費

『ながさきエコライフ』の取組み

ながさきエコライフ・フエスタ

番号

ながさきエコライフ・ウィーク

2-2

事

地球温暖化対策

市民運動推進

ながさきエコ才、ツト(市民ネットワーク)

名

2 事内容

(1)『ながさきエコライフ』の取組みの推進 11,8 13千円

0 「ながさきエコライフ・フェスタ」の開催(フ,21 3千円)

無関心を含め多くの市民が環境行動を実践するためのきっかけづくりとして、「ながさ

きエコネット」を中,Dとして企画、運営を行い、環境に関する様々な分野の団体との協働に

より、啓発効果がく、気軽に参加できる境行動イベントを開催する。

・開催日:平成30年10月~11月予定

所:長崎水辺の森公■

予算額

1日

千円

27,613

1週問

「ながさきサステナプロジェクト」

継続
行動

~金等充当~

持繞可能な地域づくりを担う人材成

・市民環活拠点活性化事業

・市民ネットワーク参加学校支援

推進・崎市版「COOL CHOICE」

家座

0 「ながさきエコライフ・ウィーク」の展開等(4,600千円)

エコライフ・フェスタを初日とする 1週間を市民が環境行動を実践するエコライフ・ウィ

ークとし、エコライフ・フェスタと連動した効果的な広報の実施や、学校、事業者、団体と

の連を進めるなど、市民の参加拡大を図る。

・実践期間:平成30年10月~11月の 1週間予定

・実践場所;家庭、学校、職等

0 「ながさきエコネット」の活動拡大

市民の環境行動を促進するため、幅広い市民が、情報を共有し、互

いに支え合いながら、市民の環境リーダーとして確実な行動を実践す

る市民ネットワーク「ながさきエコネット」の活動の拡大を図る。

/
団体 ながさき

エコネット

(市民団休,
市)

＼

職場

地域

浸
透
と
拡
大



)「ながさきサステナプロジェクト」の推進 15,800千円

『ながさきエコライフ』の取組みの更なる浸透と拡大を図るため、ながさきエコライフ

基金等を活用し、広く市民が参画する活動や、未来を担うこどもたちの活動へ還元するこ

とで、人と人のつながりを育むESD (持続可能な開発のための教育)に取り組むなど、

「ながさきサステナプロジェクト」として、持続可能な地域づくりを担う人材育成を進め、

市民の自発的かつ継続的な行動を促進する。

0市民境活動拠点活性化事業(9,800千円)

市民が気軽にい、利用できる、市民主体の境活動の拠点

(長崎市地球温暖化防止活動推進センター)」を活用し、市民の

で、幅広い市民の身近な環境行動を促進する

,市民境活動拠点借料(1,800千円)

・市民環境活動拠点活性化業務委託(8,000千円)

",i,Wサステナプラザながさき髄SUSTAIN貞き,市地球化防止き闘推セノタ

省エネ、りサイクル、エコ住宅などに関する市民相談窓口及び講座等の開催

地球温暖化防止活動推進員の活動支援

リユースや食品ロス削減の取組みの推進

自治会、地域団体、学校など地域で環活動する団体との連、支援

『ながさきエコライフ』の取組みの浸透と拡大

0市民ネットワーク参加学校支援事業(1,500千円)

地域の特性や歴史的な特色などを活かし、学校独自の活動を行ってぃる小中学校の

中から、さらに地域や境活動団体などと連し、自然境の保全、循環型社会や低炭素

社会の構築につながるような特色ある環活動を計画し、実践する意欲がある学校を募り、

「ながさきサステナスクール」として活動推進に必要な支援を行う。

また、この活動をきっかけに、こどもたちと地域や活動団体との連を深め、自分

自身も地域社会の一員であることを認識し、社会の多様性やつながり、協の大切さを学

び合う「持続可能な開発のための教育(ESD)」を推進する。

「サステナプラザながさき

活動を活性化すること

【指定法人】公益財団法人ながさき地域政策研究所

(平成28年1月6白~平成33年3月31日)

. 市民ネットワーク参加学校活動支援(1,500千円)

》 1 校あたり 30 万円以内@300,000 ×5 校= 1,500,000円

平成27年度~28年度

急力くさきエコ
スクール珍加拡大

(全絞・,定)

露'

平成29年度~

さらに特色を伸ばす
活動を行う学淡を支援

(舞焼活動拡火)

》
》
》
》
》



0長崎市版「COOL CHOICE」運動推進事業(4,500千円)

政府が推進する地球温暖化対策のための国民運動「COOLCHOICE (クールチヨイス)=賢

い選択」を推進することは、更なる「ながさきエコライフ」の取組みの浸透と拡大につなが

ることから、関係団体と連した市民の消行動への普及啓発を通年にわたり行い、具体的

なCO.削減行動につなげる。

長崎市版「COOL CHOICE」運動推進事業業務委託(4,500千円)

》「cooLCHOICE」重点項目(エコカー、エコ住宅、省エネ家電等)の普及啓発

》スマートムーブ(公共交通機関利用、エコドライブ等)の推進

》メディア等と連した普及啓発

<国民運動「COOL CHOICE」の取組み>

●2030年度 269"0目標達成のための【旗印】(「地球温暖化対策計画」中期目標:2013年度比)

省エネ・低炭素型の製品/サービス/行動などあらゆる「い選択」を促す新国民運

例えば、エコカーを買う、エコ住宅にする、エコ家電にする、という「選択」。

例えば、高効率な照明に替える、公共交通を利用する、という「選択」。

例えば、クールビズを実践する、という「選択」。

例えば、低炭素なアクションを習'的に実践するというライフスタイルの「選択」。

<長崎市版「COOL CHOICE」運動の取組み>

【平成28年度】

「cooLCHOICE」の普及と併せて、「ながさきエコライフ」の取組みの;透と拡大を図るため、

体や事業者等多様な主体と連携し、幅広いメニューで周知を行った。

【平成29年度】

特に市民生活に身近な自動車、住宅、家電についての省エネ行動を促す取組みを関係団体と連

実施し、具体的な002削減行動につなげていくための普及啓発を行った

【平成30年度】

この2年間で培った関係団体とのネットワ

構築し、市民の省エネ行動の浸透と拡大を図

げる。

,

COOL

CHOICE

4年目以降は、これまでに構築した関係団体とのネットワークを活かしながら、市のイベントや関係

団体の店舗、取組みの中で、サステナプラザながさきと連携を図りながら継続的に実施していく。

「ながさ寺エコヲイフ」
の取リ岨島に"加し輩しょうノ

幅広い普及啓発

クやノウハウを活かすとともに、新たな団体との連携を

、具体的かつ継続的な C02削減成果を次年度以降へつな

具体的なCO.削減行動

団

継続した浸透と拡大

して



3 財源内訳

事業費

27,

※ながさきエコライフ基金繰入金(Π,300千円)、長崎県市町村振興協会市町交付金(16,153千円)

など

千円

6 1 3

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

【参考】

0サステナ

環本法第4条に規定される「環への負荷の少ない持続的発展が可能な社会の構築等」の

概念で、将来の世代の欲求を満たしつつ、現在の世代の欲求も満足させるような開発、「持続可能

な開発(sustainable Development)」、サステナブル・デベロップメントを省略した言のこと

源

地方

内

OESD

環省と文部科学省が連携して推進している、持続可能な未来や社会づくりのために行動でき

る人の育成を目的とした教育のことで、「持続可能な開発のための教育(EdU始tion for

旦U6tain北le 旦剖e1叩ment)」の頭文字をとって ES D (イー・エス・ディー)という。

訳

その他※

千円

0メガソーラー事業の収支見込みとながさきエコライフ基金の立状況

27,

千円

6 1 3

一般財源

千円

年度

26年度(決)

27年度(決算)

28年度(決)

29年度(予)

30年度(予)

売 収入

50,356

49,326

帖,444

51,128

50,8卵

リース料

37,029

37.029

37,029

37.029

37,029

差引収支

13,327

12,297

11,415

14,099

13,船9

平成27年4月金 1設※基金残には、利息を含む。

取崩額

0

6,725

11,998

11,565

11,300

(単位:千円)

基金残高

18,909

18,339

20,899

23.465
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款

4

衛生費

予算説明書

1 概要

東日本大災以降、長崎市内で消費されるエネルギー消費は減少傾向にあるものの、実際の

温室効果ガスの排出は漸増傾向にあることから、更なる実効性のある温室効果ガスの削減策が

求められている。

温室効果ガス排出量の削減に向けては、エネルギーの地産地消を図ることが重要であり、平成

28年度から平成29年度にかけて、長崎市地球温暖化対策実行計画協会に再生可能エネルギー

入促進部会を設置し、太陽光ほか再生可能エネルギーを市内で大限入するための方策につい

て検討を進める中で、特にバイオマスに可能性があると報告を受けたところである。

つぃては、地域'源を活かした再生可能エネルギーの活用推進に向け、長崎市版の木質バイオ

マスの小規模な熱エネルギー利用の検討に資するための基礎調査を行う

保健衛生費

目

9

環境対策

番号

2-3

事

事業内容

1)バイオマス基礎調査業 1,394千円

民間事業者による事業化を支援、促進するため、木質バイオマス(間伐材、剪定枝、建築

廃材など)の市内の発生源ごと、地域ごとの賦存及び有効利用可能の詳細調査等を行い、

基礎データを整備する。

再生可能エネルギ

一活用推進

名 予算額

( 2 ) 業費内訳

旅(先進地鯛査等)

委託料(木質バイオマス賦存

千円

1,394

3 財源内訳

事業費

千円

394

国庫支出金

千円

調査)

財

県支出金

千円

源

地方

344千円

050千円,

内 訳

その他

千円千円

一般財源

千円

1 394,

ア
イ



質バイオマスの

太陽光ほか再生可能エネルギーの入可能性の検討

長崎市におけるバイオマス賦存の概要など推計データ整理

(木質系、畜産ふん尿、汚泥、食品系など)

報園
事業化に向けた基礎データ整備

木質バイオマスにおける市内の発生源、地域ごとの賦存及び有効利用可能

詳細調査・集計整理(間伐材、剪定枝、建築廃材など)
市

向けた役割分担

地域ごとに事業化検討

事業計画(小規模、熱利用)

・収集方法及び施設規模

・熱エネルギー利用方法及び立地

・事業運営体制

・事業採性

公表

地域振興(住民、自治会、地元企業、NP0等が連携)

木質バイオマス地域アライアンス(同盟)イメージ

H28~

H29

整理

の

搬出・間伐

ゞ

H30

整備

バイオマスボイラー設例

＼

地域内循環利用

、踊、゛

H30~

民間で
検討

.

、

地域アライアンス

チッフ製造漕入診断

施工・設識、森林整備

燃料供給

森林整備

ーー

地域の熱エネルギーを
安定供給

街路樹剪定

診断設置

工事

ぐD "m',""産業.雇用(参考)木
"""、

A'、',

0

典臭用ハワス

地元物

ーフー

温室効果ガス削減と地域活性化

協
"
会

民
間
(
地
域
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
)

ー
.
、
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予 算説

項

4

衛生

1 概要

下水道の整備が見込まれない地域における公共用水域の水質汚濁防止及び公衆、生の向上に

寄与するため、浄化槽を設置する市民に対し浄化槽本体工事に係る用の一部を補助するとともに、

単独処理浄化の去費用等の一部についても補助を行うことで、単独処理浄化槽から合併処理浄

化槽への転換を図る

明書

保衛生費

目

2 内容

合併処理浄化槽を設置する市民に対し、浄化槽設置工事に係る用の一部を補助する。また、単

独処理浄化槽を去・処分し、新たに合併処理浄化槽を設置する者に対しては、補助金の加を行

い、転換の促進を図る。

9

環境対策

番号

4-1

事業名

【補助】境対策施
整備費補助金

浄化槽

6-1

【単独】環対策施設

備業費補助金
浄化槽設備

予算額

区域

下水道認可区域外

千円

17,860

予の内訳

人

5人槽

7人

10~50人槽

単独から合併へ

の転換(加)

計<1>

5人槽

7人槽

10~50人

単独から合併へ

の転換仂口)

計<2>

<1>+<2>

28,345

下水道認可区域内

[補助金の限度額]
1 合併処理浄化槽設置工事に対する補助

数

20基

20基

5基

(1基)

45基

5基

一基

一基

口基)

5基

50基計

内訳

14,920

21,100

フ,715

200

43,935

2,070

【単独】【補助】人槽区域

5人槽 414332

7人槽下水道認可区域外 641414

10~50人槽 995548

5人槽 414

7人槽下水道認可区域内※ 641

10~50人槽 995

※下水道認可区域内に設置する合、下水道の整備が当分の間見込まれない場合に限る。

(単位:千円)

事業別の内訳

【単独】補助】

8,2806,640

12.8208.280

4,9752,740

200

200

-8-

(単位:千円)

補助合計

746

1,055

1,543

414

641

995

②単独処理浄化槽を撤去し合併処理浄化へ転換する場合の補助の加

200

2,270

46,205

17,860

下水道認
可区域内
につき、補
助対象外

26,075

2,070

200千円

17,860

2,270

28,345

一
一

一
一

一
一
一



3 実

年度

平成4年度
~平成13年度
平成14年度
平成巧年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成 21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度※

合計

旧三和町、旧外海町、旧琴
海町実施分を合わせた合計
※平成29年度は平成30年1

設

旧三和町、旧外海町、
旧琴海町実施分
昭和62年度~平成17年度

294

189

IU

148

161

162

150

1 15

109

90

93

44

44

40

42

32

1.972

2.854

月末現在

1 15

基数

うち、下水道
計画区域内

4 浄化槽の設置状況(平成30年1月末現在)

区域 合併処理浄化槽

下水道認可区域外 2,426

下水道認可区域内 276

計

882

(単位:基)

うち、単独浄化槽
撤去加分

5 財内訳

事業

14

千円

【補助】 17,860

千円

【単独】 28,345

※1 循環型社会形成推進交付金

882

6 浄化槽置費補助のイメージ(7人槽モデルエ

1下水道認可区域外

人負担

国 支出金却

千円

5,916

単独処理浄化

2,702

91

60千円

②下水道認可区域内

個人負担

474千円

財

県支出金粒

干円

5,324

85

※2

490

575

源 内

地方債

千円

崎浄化設整備事補助金

計

(単位:基)

長崎市単独補助

訳

その他※3

千円

1,275

千円

5,234

※3 地域振

2,51 1

766

641千円

3,27フ

一般財源

千円

5.345

千円

23,1 1 1

基金

国補助対象(414千円)

長崎市 崎県 国
1/3 1/3 1/3

長崎市単独補助

641千円

5
 
4
3
4
5
21

ー
ー
0
0
0
0
2
0
4

5
6
8
5
3
4
2
1
0
0

1



ページ

200~

203

予

4

衛生

算説

項

2

清掃

概要

長崎市のごみ処理の現況は、次のとおりである。

(1)りサイクル率が全国平均に比べて低い。(平成28年度実績長崎市コ約15%全国平均=約20%)

(2)プラスチック製容器包装は、分別収後、市のりサイクル施設で圧縮梱包した後、北九州市

まで運搬して処理しているが、そのうち約60%は燃料としての再利用となっている。また、市の

リサイクル施設は、老朽化に伴い年々維持管理が増加している。

3)平成28年度にプラスチック類も焼却可能な新しい西工が稼働を開始し、従前は埋立処理を

行っていた容器包装以外のプラスチック製品は、燃やせるごみとしてごみの分別変更を行った

また、新しい西工では、余熱を大限有効に活用するため、焼却の余熱を利用した発電機の

出力は5,20okWであり、発電能力は、旧西、東両工場の2倍以上となっている。

明書

目

清掃総務

番号

3-3

事業名

廃棄物適正処理調査

ごみ処理において、これまではごみの減化、ごみの分別、りサイクルの推進が主題となって

いたが、今後は運搬や処理に係る総エネルギーの低減や、温室効果ガスの排出削減にも着目す

る必要がある。そこで、(1)~(2)の問の解決や、新しい西工や新東工の稼働を視野に

入れ、廃棄物適正処理調査業務を地元の大学に委託し、その結果を踏まえ、地球を考慮に入

れたごみの分別、収、処理のあり方について基本的な考え方をまとめていく

予算額

2 事

( 1 )

千円

3,234

内容

廃棄物適正処理調査委託

(2)大学への委託内容

アごみ組成実態調査

イニ酸化炭素排出の整理(分別、収集、運搬、処理過程)

ウプラスチック類焼却と廃棄物発電効果の整理

工ごみ分別、排出に関わる市民等の実態調査

0

3,234千円



0業務実施体制

委託者:長崎市

受託委託

学校法人長崎総合科学大学

新技術 1成研究所

国立大学法人

境科学部

大学院水産・

アごみ組成実態調査

担当:長崎総合科学大学

協力:長崎大学

イニ酸化炭素排出の整理

担当:長崎総合科学大学

協力:長崎大学

長大学

境科学総合研究科

(3)大学に委託する理由

本業務には、ごみ分別、収、運搬、処理の過程を総合的に把握し、温室効果ガスの削減の

観点から検討を行うことを主な目的としており、境科学分野や廃棄物処理分野における度

で専門的な知識が必須となる。

そこで、長崎市と大学との包括連携に関する協定を踏まえ、長崎総合科学大学に委託する。

受託体制は、長崎総合科学大学と環科学系の専門学部のある長崎大学の教授、准教授で成

される体制となる。

大学に委託し、連携して業務を行うことで、職員の資の向上を図るとともに、境分野に

興味を持つ学生自身の境問題や環行政に対する理解を深めることにつなげる

ウプラスチック類却と廃棄物発

担当:長崎総合科学大学

協力:長崎大学

工ごみ分別、排出に関わる市民等の実態調

担当:長崎大学

協力:長崎総合科学大学

)委託成果にづく長崎市の今後の取り組み

アリサイクル率向上、埋立処分の削減をめざし、新たに分別すべき品目の整理

イ新たな分別処理についての用の整理

ウ用対効果を踏まえた、今後の分別、収、処理方式の検討

工東工の老朽化に伴う新工の仕様の検討

オア~工を踏まえた一般廃棄物処理基本計画の策定(廃棄物処理法第6条第1項に基づく計画、

平成31年度策定予定)

効果の整理

3 財源内訳

事業

千円

3,234

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

源 内

地方債

千円

-11-

訳

その他

千円

一般財源

千円

3,234



ページ

202~

205

款

予算説明書

1 概要

精流しによる船等の後処理作業、お宮日期間中のj 作業及びj の後処理作業、市民

大j 掃の後処理作業並びに空き缶回収キャンペーンのごみ収運搬作業を行う。

流しについては、平成27年度からの流しである交流拠点施設建設予定地の使用がなお、

難しいため、平成30年度からは流しを分散し実施する案について、県と調整を行っている

4

衛生費

2

清掃費

事業内容

(1)精霊流し 45,098千円

船流しの整備及ぴ流された精船及びこも包み等の処理を行う。

(主な業務委託)

・船運搬等業務委託

流し内に持ち込まれた船及びこも包みを解体し、東工内の仮置に搬入を行う業務

・霊船流し整備業務委託

精船の受入れを円滑に行うため、鉄板の敷設及ぴフェンス等の設を行う業務

・東工場船等後処理業務委託

東工の仮置に搬入された船及びこも包み等を分別し、適正処理を行う業務

(2)お日ごみ 3,660千円

お宮日期間中に、一般市民から排出されたごみ及び道路上の散乱ごみを委託により収集し、

適正に処理する業務。

(3)市民大清掃 3,982千円

市民大;掃により仮置場まで搬入されたごみを委託により解体及び分別し、適正に処理す
る業務。
(4)空き缶回収キャンペーン等 430千円
野母崎地区及び地区における空き缶回収キャンペーン等により発生したごみを委託に
より収し適正に処理する業務。

(5)事業費内訳

ア需用費(従事者用軍手等) 1 83千円

イ役務(流し仮設トイレ汲み取り料) 25千円

ウ委託料(精流し、お宮日、市民大;掃等) 1 45千円52,

工使用料及び賃借料(バルーンタイプ投光器レンタル料等) 8 1 7千円

目

2

ごみ処理費

番号

1-5

事業名

特殊ごみ処理

予算額

千円

53,170

3 財源内訳

事業費

53.

干円

1 70

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

源 内

地方債

千円

一般財源

千円

53,170

-12-

訳

その他

千円



【参考】

尾上・元船地区流し場の変遷

1 1＼1
③交流拠点施設建設予定地

(H27~H29)

j・

②魚市跡地

(H20~H26)

①ドラゴンプロムナード

(H19)

④分散案

(H30~)

0

^

覗、

-1

,



ページ

202~

205

款

4

衛生費

予算説明書

1 概要

長崎市一般廃棄物処理計画に基づき、旧長崎市11地区及ぴ旧7町地区における家庭、事業

所から排出される一般廃棄物の収運搬業務及び粗大ごみの収運搬業務を委託する。

2 事内容

(1)一般廃棄物収運搬

地区委託業者

2

清掃費

委託地区

①平山、深堀、田上など32町

②茂木、小ケ、ダイヤランドなど21町

③三、京泊、畝刈、見など19町

④式見、小江原1,3~5丁目、柿泊、手熊など14町

⑤新大工町、浜町、上小など47町
旧長崎

11業者⑥元船、桜町、館内、川上など47町
11 地区

⑦大浦、戸町、大山など31町

⑧立山、江平、三原IT目など39町

⑨銭座、川口、中園など21町

⑩赤迫、滑石、横尾など21町

⑪住吉、女の都、川平など27町

⑬伊王地区(伊王島1丁目等 2剛⑫香焼地区(香焼町)

旧7町 ⑮野母崎地区(野母町等 7町)⑭高島地区(高島町)
8業者

⑯三和地区(蚊焼町等 8町)1⑰外海本土地区(上崎町等 20町)地区

⑯外海池島地区(池町) 1⑲琴海地区(西海町等 8町)
中央環センター(神の島、小江町、油木町、西北町など67町)

直営 (2地区)
東部環境センター(矢の平、片淵、つつじケ丘、潮見町など81町)

合計

(注)「世帯数」は、平成29年12月末日現在の「住民

(2)粗大ごみ収運搬

方法収地 区

旧長崎市地区、旧7町地区戸別収

3 財源内訳

内
事業

ごみ処理費

番号

1-6

源

地方

集

ごみ収集委託費

名 予算額

千円

1,217,009

収見込

約 29,900 個

一般財源

千円

1,195,999

-14-

収世帯数

(注)

千円千円

1.217.009

粗大ごみ処理手数料

117,523

世帯

※

73,フ74

世帯

209,035

世帯

本台帳に基づく町別人口・世帯数」数値

国庫支出金

千円

訳

その他※

千円

21,010

17,738

世帯

財

県支出金

千円

目
2



参考

18

長崎市ごみ収区域
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旧長崎市入札地区
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旧7町随契地区
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ページ

202~

205

予 算説

項

4

衛生費

1 概要

現在、本市のごみ焼却工場は、民間事業者による運転保守管理及び直営による施設の維持管理等を

行う「東工」と民問事業者による建設・運営・維持管理をDBO(公設民営)方式で行う「西工場」の2工場

が稼働している。

西工場では、稼働開始(平成28年10月)から1年が経過し、委託業者に対し業務の引継ぎゃモニタリン

グを行っているが、現在まで支なく業務は行われており、工のごみ投入ステージ等の業務を民間委

託により実施するためのノウハウが本市に蓄積されたところである。

そこで、西工と同様、東工においても現在直営で行っているごみ投入ステージ等の現場部門の業

務を運転や保守管理等の管理部門業務とともに一体的に民間事業者(西日本JKO(株))に委託するこ

とで、指揮・命令系統が一本化され、部門間で弾力的な人員配置を行うなど、より効率的な運営や経済

効果が見込めることから、ごみ投入ステージ業務等を民間事業者に委託する

明書

2

清掃費

目

2

ごみ処理

番号
事

2-1

業

東工場維持管理

守管理務委託)

名

2 業内容

(1)燃やせるごみ投入ステージの車両誘・掻き落とし、剪断破砕機操作、機器点検、}掃及び搬

入不適物指

(2)資源・プラスチック製容器包装投入ステージの車両誘・掻き落とし、j 及ぴ搬入不適物指

(3)洗車の誘、}掃

(B)

予算額

千円

466,フ71

(243,862)

3 経済効果(概算額)

現行(直営)人員 11名

正規職員 5 人X8,000千円=40,000千円

再任用員 6人X3'000千円=18ρ00千円

4 契約方法

運転保守管理業務委託(長期継続契約)の契約変更

当初3年間(平成29年度から平成31年度まで)の長期継続契約のうち、平成30年度以降の2年間を変

更契約する。

計卵,000千円(A)

今回の委託による経済効果(A)ー(B)

委託後人員 8名

H30年度現契約金額 200,679千円

契約変更額 243,862千円

(H30予額)

額 43,183千円差

= 14β17千円



5 財源内訳

事業

千円

466,フ71

(243,862)

※搬入ごみ処理手数料、ごみ処理施設発電電力売却収入など

国庫支出金

千円

6 事概要の説明図

財

県支出金

千円

⑤せん断破砕機

源

地方

②ごみピット

ごみクレーン操作員

速携

内

千円

訳

その他※

千円

225,456

a 17,788)

ステージ誘導

国

③ごみクレーン

一般財源

千円

241,315

(126,074)

d)ステージ

●■^■晒■^

ごみ収車で運ぱれてきたごみは、誘

員により①のステージから②のごみピ

ツトへ投入される。

ごみピット内のごみは、ごみクレーン

操作員により③のごみクレーンを用いて

ごみを充分押し、④の投入ホッパへ投

入され、焼却される。

また、直接炉に投入できない大木や

等の粗大ごみは⑤のせん断破砕機で細か

くしてからごみピットへ投入される。

施設における故障防止や適正な維持管

理及び安全性向上のためには、ステージ

誘とごみクレーン操作員は密接に連

する必要がある。

④投入ホッパ

ステージ誘導

、
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款

予算説明書

1 概要

西工の稼働に伴い平成28年7月に閉鎖となった旧西工については、地元住民の要望の声も

大きく、早期の解体と跡地の有効活用が望まれている。

一方、りサイクル推進のため、地域センター等で実施している古着や小型家電等の拠点回収に

ついては、収集後、中央と東部の境センターで一時保管しているが狭陸であることから、少量で

の運搬回数が増加し、運搬効率の低下が課題となっているこれを改善するため、十分な広さの保

管所を確保する必要がある。

また、跡地にマテリアルリサイクル推進施設としてのストックヤードを整備する場合、解体費を含

めて循環型社会形成推進交付金の交付対象となり、有利な財源を活用できる。

以上を踏まえ、旧西工の解体跡地の活用を前提としたストックヤードの整備を検討する。

ただし、旧西工はごみが埋め立てられた地盤の上に建設されていることから、解体時に周囲

の生活環境に悪影を及ぼすことも懸念されるため、まず、解体工事に係る事前調査を行う

なお、旧西工場の管理棟については改修を行い、施設の老朽化や耐震性能が念される中央

環境センター(川口町)の移転先としての活用を計画している

4

衛生費

2

清掃

目

2

ごみ処理

番号

2-3

事

ストックヤード整備

調査費

業 名

2 事業内容

旧西工地下埋設物撤去による影

予算額

(1)調査の内容

・既存資料(埋立処分

・建物基礎を去する

・建物基礎を残置する

・解体範囲の決定

千円

4,400

(2)旧西工場の概要

・延床面工場棟;フ,987市管理棟:1,115市

・建設年月昭和54年3月(平成9年3月増築)

・焼却能力如0トン/日(200トン/e X2炉)

調査委託

の報、地下水データ、周辺地質等)の調査・整理

合の影響評価

合に必要な対策の検討

3 財源内訳

事業

4,400千円

千円

4,400

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

内源

地方債

千円

-18-

訳

その他

千円

一般財源

千円

4,400

ページ



4 旧西工場地下構造イメージ

煙突

基礎

「匝豆屍^

5 現況写真

土壌

「王垣詞

基礎

杭

巨三亙]

盾

.

管理棟



6 旧西工場跡地活用に係るスケジュール

H30年度

<旧西工場解体>

1解体工事事前調査

②旧西工場解体工事

<ストックヤード整備>

③ストックヤード保管対欽物検討

④ストックヤード整備

<中央環境センター移転>

⑤車庫棟新築・管理棟改修

【参考】循環型社会形成推進交付金活用による解体工事(H31~32)コスト比較

金額概工事費

※

^

H31年度

ケース

交付金活用なし

H32年度

②交付金活用時

差額

(①一②)

※杭、基礎を残す

H33年度

850,000

国庫支出金

0

H34年度

276,666

(補助率 V3)

合の

525,666フ74,666

用を想定。ただし、発電設備棟解体20,000千円は交付対象外。

地方

498,000

(充当率 90%、

交付税措置50%)

移転

0

般財源

850,000

(単位:千円)

市実負担額

75,334

850,000

324,334



ページ

202~

205

予 算説

項

4

衛生

1 概要

三京クリーンランド埋立処分の雨水調整池等の放流水PHの地元協定値は6.0~フ.5であり、法

的基準値(5.6~8.6)より厳しい値が設定されている。

特に季のアオコ繁殖(光合成=溶存二酸化炭素消費=PH上昇)1こより、排水処理時にPH値調

整を余なくされ、薬品使用が増している=め、処分場閉鎖までの長期間1、膨なストを要

することから、アオコ繁殖を抑制し、効果的なPH上昇抑制策を調査・検討する。

明妻

2

清掃

目

2

ごみ処理

業内容

①委託名称

雨水調整池水質改善に係る研究調査委託 660千円

(2)委託内容

ア遮光一光合成阻害調査

水面を遮光し、アオコ繁殖の要因である光合成を阻害する遮光材を製作し、種類別に効

果を評価し、廉価かつ効果の高い遮光方法を提案する。

イ栄成分除去ーアオコ増殖阻害調査

アオコ増殖に必要な調整池に蓄された栄を除去するため、窒素・りン等の栄成分

を、極的なアオコ増殖により回収し、栄減少によりアオコが発生しにくくなることを想定

した物質収支による除去の実現性を評価する。

ウ上記、実験結果の解析、評価、実施案の提案

(3)委託理由

施設の維持管理の指標ともなる放流水の水改善は、ごみの終処分の維持管理等に支

障をきたさないことが不可欠なことから、関連する専門的知識が必要である。

そこで、長崎大学においては、ごみの最終処分という特殊境に詳しく、現事情に精通し

た専門家(准教授)を有している。

当該准教授は、りサイクル技術開発や適正埋立処分・環境の浄化と修復などを専門に研究し、

終処分場に不可欠な技術管理者の講習における講師としても活動され、三京クリーンランド埋

立処分の排水処理施設においても、毎年、学生に、されている。

よって、今後の事業展開においても協働が見込める長崎大学に委託する。

(4)委託成果に基づく長崎市の取り組み

ア調整池の水質改善策の評価(過去の施策も含む。)

イ調整池の水質改善策の策定(PH値低減策)

ウ PH値低減策の長期的更新プログラム策定

I PH値低減策の市民協働のしくみづ4火遮光材作成・投入など)

号

3-2

事

三京クリーンランド埋立
処分維持管理
(雨水池水改事

業 名 予算額

千円

152,150

(660)



(5)想定スケジュール

ア水質改善策の調査(長崎大学)

イ 水質改善策の評価(環境部)

水質改善実施計画ウ

工水質改善実施

3 財源内訳

千円

152,150

(660)

※入」み処理手数料など
()きは、三亰クリーンランド埋立処分維持管理費のうち、雨水調整池水質改善事業

【参考】

1 放流水のPH値の動向

協定値を目標にPH値調整を余なくされ、薬品使用が増大している

年7回の放流水検査では、年に1~3回、協定値を超過している。

調整池の多の貯水と少の処理水混合、及ぴ季節・日・時間毎の水温の変化に対する薬品添加

等の予測調整などが、放流水の PH 値コントロールを困難にしており、協定値超過の一因となってい

る。

事業費

・実験、分析、評価、提案

・提案の評価(規模・手法等の提案)

国庫支出金

千円

・実施(案)、市民協働(案)の提案

財

県支出金

千円

ぞ→゛.゛劇鬼司' U1 Φ r、、^ 0卜 0 戸I N - t、1 0、

山^^. 岳届 舟舟禽^^^^^^
゛闇゛ゞ t司゛u r゛ ru

エエ=エエエエ窒全窒エエエエエ

源

地方

中層PH ^河川PH

内

雨水・処理水の動向と放流水PH値の変化

PH値の動向

訳

その他※

千円

13,595

千円

協定値 6.0~フ.5

超過

一般財源

千円

138,555

(660)

分

5,6

1.CI ^、'S ^ U' 1.6 〒→〒→一→ト、 r' r、、「'ト'ト',、:"< 1、C ^〒→甲→

エエエエエエ~~~エエエエエエエエエ~N~

処理水PH

超過

基準値 5.6~8.6

表層PH

超過



2 埋立地の水の流れ

排水路整備H27~29

WWW

滞水

水面を遮光し

PH値の
上昇を抑制

'ー

ψψψ↓W↓

浸出

、:

"地/

0書きは

H28.8 の PH 値

ノ
〆

ず

ノ

j
ノ

施工前

平面図

(フ.5) ダム

混合③

(6.6)

低水路 H29

遮光・フK深確保

施工中

H

堰

上

堰

断面図

(フ.2)

」

低水路

水深確保の壁H28

放流 (フ.4)

排
水
処
理
施
設

一
一

゛

゛

、、
、

、
、

②
処
理
水

雨
水
調
整
池

W
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水

貯
水

水
④
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予

款

1 概要

小型家電及ぴ古布(古着)については、りサイクルのため資源物拠点回収を実施しているが、回が少ない

二とから、回収を増やし、更なる資源の有効活用を図るため、市民が土日祝日にも排出できるよう拠点回収箇

所を拡大する。なお、回収した小型家電に含まれる金・銀・銅等の有用金については、「都市鉱山からつくる!

みんなのメダルプロジェクト」において、2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会で使用されるメダル

の原料となる。

また、「粗大ごみ止して排出又は「燃やせないごみ止して直接持ち込まれた小型家電は、これまで埋立処分を

行っていたが、三京クリーンランド埋立処分において直接回収する「ピックァップ回収」を行い、平成29年2月

からりサイクルを開始している。この小型家電のうち、特に嵩張るマッサージチェアをビックァップ回収し、りサイ

クルすることで、埋立ごみをし、三京クリーンランド埋立処分場の更なる延命化を図る

算説

項

4

衛生

明書

目

2

ごみ処理費

番号

4-1

源ごみ処
(源物拠点回収事業・マッサージ
チェア処理事業)

事

内容

資源物拠点回収事業 318千円

ア事業内容:小型家電及び古布(古着)の回収ボックスを増設する

イ現在の設置箇所数:小型家電23箇所、古布(古着)20箇所

ウ設置予定所:ふれあいセンター等5箇所

工予定回収:小型家電36.4t(ピックァップ回収36. otを含む)、

古布(古着)18. ot

オその他:拠点回収及ぴピックァップ回収に加え、6月月間街頭

キャンペーン、ながさきエコライフ・フェスタ、りサイクル推

進員研修会等において、「イベント回収」を実施する。

名 予算額

千円

389,078

(1,329)

(2)マッサージチェア処理事業 1,01'1千円

ア小型家電りサイクル法に基づく認定事業者に引き渡

し、りサイクルを行う。

イ予定処理量:約300台(14.4t)/年

ウ事業効果(2工区:残余年数約54年)

減容※1 延命期間効果※2

約1年約21,60om'約907,200千円

蒔な赴●航喜鞄n中
小
エ,ルに生*れ震"●

高竜爵0罪い制
メ,●にな●■■亀鼻帥6並

尋市山古IEコC昌1

蔀応ぽの勺【g,b.、

※1 約4mm.年X54年間=約21,60om'(約1年間の埋立量に相当)

※2 42千円X約21,60om'=約907,2m千円

42千円は(独)国立環境研究所による一般廃棄物処分 lm'当たりの

づ

研岬キ

^

{ホ型家電
局驫卓"ス

の九州平均値

掘



(3)事業内訳

ア旅(再商品化事業者調査等)

イ需用(ごみ分別チラシ印刷製本等)

ウ役務費(引っ越しピみ広告掲載料等)

工委託料(資源ごみ、古紙、プラスチック製容器包装選別処理等)

オ使用料及び賃借料(簡易包装啓発看板掲載料等)

3 財源内訳

事業費

千円 千円

389,078

(1,329)

※有価金属混合物及ぴ古紙売却収入など

()きは、源ごみ処理のうち、資源物拠点回収事業及びマッサージチェア処理事業分

国庫支出金

千円

【参考】

a)小型家電・古布(古着)及びマッサージチェアの資源化フロー図

財

県支出金

千円

95千円

4,303千円

421千円

384,139千円

120千円

古布
(古着)

源内

地方

点回収

処理委託

....、

.●●●●●●●■■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●.●■.●.

訳

その他※

千円
215 842

(114)

点回収

..,●●●●■●●●■●●●■●..

管

直接持ち 1
込み

...................゛

中央環境センター
東部境センター

●●●●●●●●●●■●●圏●●●●●●●●●●■■●●●●●●●■■.

一時保管

.●■■■■●■■●●●●●●●●●.

粗大ごみ'
.....................

..闇●●●●●●●●●●●●■●■..

1 ステーショ1

ン収

一般財源

千円

173 236

(1,215)

埋立処分

.■■■■■■●●●■●●●●■■■●●●尋●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●暑,●●,甲●..●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●

..............

..●■●●●●●●●●●●■...

接持ち;

マッサー1 込み 1
●●●●●●●●●●●■●●,

ジチェア ..●●●●●●●●■■■,●,..

大ごみ

:................:

'.,●■●●●●●●●■●●●●●.'

一時保管

三京クリーンランド埋立処分

売却P,,,,
保

無償引渡

回収

売却

民間

事業者

認
定
事
業
者

.
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
督
●

一
時
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一
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(2)選別等処理業務委託に関する処の推移

平成刀年度平成28年度業務名

資源ごみ(缶、ぴん、P訂
6,999ボトル、鍋、釜、やかん、

フライパン)選別業務

4,065古紙選別業務

プラスチック製容器包装
フ,323

選別業務

(3)源ごみ、古紙、プラスチック製容器包装の'源化フロー図

焼却、埋立

資源ごみ
(フ,10o t )

平成29年度

(見込)

フ,015

ーーーーー^

3,794

6,711

東工場

三京クリーンラント

(単位: t)

平成30年度

(予)

フ,200

3,800

6,800

古紙

(4,0001)

局島般廃棄物
時保答施設

フ,100

4,000

6,900

民問
ホ業者
(委託)

日本容器包装

リサイクル協会

その他

再商品化ホ業者

東]二場

L-ーーー

フラス

チック製
容邪包装
(6,9000

高島般廃棄物
時保管施設

金属買受事業者

民"."

鄭業者

(委託)

焼却、埋立

東τ場

三京りサイクルプラザ

民問巾業者業務委託

口本容器包装

リサイクル恊会

'残
'さ
L-ーーー

古紙買受事業者

高島・般廃棄物
時保管施設

焼却、埋立

日本容器包禁

リサイクル協会

その他

再湖品化嘆業者

再
商
品
化

売
却

残
さ

一
1
ー
ー
ー
ー
ー
L

風
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1 概要

昭和63年から操業している東工の老朽化により、平成38年度を稼目年次として新東工

の整備を計画している。建設候補地は、現在ごみ処理として都市計画決定している区域内にお

いて適地を検討することとし、そのために必要な事前調査を実施する。

款

4

衛生

予算説明書

2

清掃費

業内容

1)新東工整備調査委託 26,000千円

今後検討していく新東工建設候補地のーつが、埋立完了した最終処分跡地に隣接してい

ることから、「最終処分跡地形質変更に係る施行ガイドライン」(※)に基づき建酘可能箇所を

調査するため、廃棄物埋立囲の確定、地質調査等を行う。

(2)土地鑑定評価手数料等 1,100千円

建酘候補地に含まれる民有地の土地鑑定評価等を行う。

3 財源内訳

内
事業

目

2

ごみ処理費

番号
事

一般財源

千円

27.100

業 名

^

予算額

千円

27,100

千円

27,100

国庫支出金

千円

※)参

最終処分場跡地形変更に係る施行ガイドライン(環境')

平成16年に改正された廃棄物の処理及び;掃に関する法律(昭和45年法律第137号)に基づき

廃棄物が地下にある土地の形の変更にあたって、施行方法の基準に沿った事前調査、施工及

びモニタリング等の内容を示すことによりその適正な施行を確保し、もって生活境の保全を図る

ことを目的として、平成17年6月6日に公布されたもの。

財

県支出金

千円

源

地方

ページ

千円

訳

その他

千円



4 建設候補地位置図
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項

4

衛生費

1 概要

三京クリーンランド埋立処分は長崎市唯一の終処分であり、長崎市内に、今後、新たな

終処分を建設することは非常に困難なことから、処分の延命化のため、埋立ごみを減らす

必要がある。

そこで、平成29年度より、埋立容の約2割を占めるマットレスやソファーの解体を行い、金資

源と燃やせるごみに分別処理している。平成30年度は、作業の効率化及びマットレス等の適正保

管のため、処分内に解体作業兼ストックヤードとして使用する施設の整備を行う。

なお、マットレスやソファーの解体により、第2工区の埋立残余年数は7年の延長が見込まれる。

2 事内容

(1)事業期間平成29~30年度

・平成29年度地質鯛査・実施設計

・平成30年度解体作業場新築工事

明書

2

清掃

目

2

ごみ処理

番号
業名

【補助】ごみ処理施設等備

三京クリーンランド埋立処分場
マットレス解体作業場

フ-1

(2)マットレス等解体作業新築工事

・造 鉄骨造平屋建

・延床面積 256rrt

予算額

千円

70,000

力
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3 マットレス・ソファー処理概要

(1)処理フロー

マットレス・ソファー搬入 ⇔ f雇而^

(2)解体・分別状況写

マツトレス

平成30年度解体作業場の備

解体前

焼却処理

資源化

※解体・分別業務委託の受注者
マットレス:障害者支援施設
ソファー:埋立業務受託者

解体後

ソフアー

ぱね回収

解体残漬
(燃やせるごみ)

スプリング

(金属資源)

ιスフ1tンジ

解体残漬
(燃やせるごみ)

スプリング
(金資源)

^^^^^^ーーー■＼

ごみ

資源

^^^^^^^

金
⇔解体

※

降以度年成平



4 財源内訳

事業

千円 千円

70,000 21 989,

循型社会形成推進交付金

一般廃棄物処理事業

※1

※2

国庫支出金

※1

5 配置図
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財

県支出金

千円

甲

源

地方

※2

千円

42,500

補助率 1/3

充当率 90%または75%

内 訳

その他

千円

般財源

千円

5,511
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予 算説

項

4

衛生

概要

東工場は、昭和63年の稼動開始から30年経過しており、その大部分の設備・機器は建設当初から

稼動しているため、施設の老朽化が進んでいる。本事業は、現時点において東工が平成37年度ま

での稼働を見込んでいるため、施設基幹部の更新・整備による延命化を図るとともに、施設全体の性

能維持及び安全稼働を目的とした定期整備を実施するものである

平成32年度までは延命化工事及ぴ定期整備を行い、平成33年度から36年度までは定期整備のみ

を行う予定である。

平成30年度の延命化工事は、給じん装置整備、節炭器整備、ろ過式集じん器整備、タービン発電

機整備を実施する。また、定期整備は、ごみ焼却設備及び付帯設備整備、耐火物補修、クレーンバ

ケット整備、剪断破砕機整備及び電気設備整備を実施するものである。

明書

2

清掃

目

2

ごみ処理

番号

8-1

事業名

【単独】ごみ処理施設

整備事業

東工場

2 事内容

(1)延命化工事 149,8叫千円(一般廃棄物処理事業充当率90%)

ア給じん装置整備(2号炉)

(ごみピットから投入ホッパーに投入されたごみを焼却炉内へ送り込む設備)

腐食による減肉、穴開きが生じ、腐食が造材にまで進行し補修が困難なため更新

イ節炭器整備(2号炉)(ボイラー出口の排ガス冷却用設備)

水管の耗・腐食により減肉が進行しているため部分更新

ウろ過式じん器整備(2号炉Xごみ焼却時に発生するぱい煙等を除去する設備)

ろ過式じん器内部に設置するろ布が劣化しているため更新

エタービン発電機整備(発電する設備)

発電機の密点検(一般消耗品の交換)を行い、安全面の強化を図るため更新

(2)定期整備工事 107β96千円(一般廃棄物処理事業充当率75%)

アごみ焼却設備及び付帯設備整備(1・2号炉)

(ごみ焼却及びごみ焼却時に発生する温の焼却熱を冷却する設備)

高温のごみ焼却熱及び排ガスにより摩耗・腐食等が発生する水管に対する整備

(法定検査 1 回 2年)

イごみ焼却施設耐火物補修(1式)(焼却炉を温のごみ焼却熱から保する耐火物)

高温のごみ焼却熱から焼却炉を保する耐火物に対する整備

ウクレーンバケット整備(ごみ用3基・灰用 1基)

(燃やせるごみを炉内に投入、または、灰をトラックへする設備)

予算額

干円

257,700



圧ゴムホース、作動油の交換等、長時間連続稼働するクレーンバケットに対する整備

剪断破砕機整備(1基)(粗大ごみを破砕する設備)

剪断時の衝等により高負荷を強いられる剪断刃等を整備

気設備整備(1式)(有害ガス除去装置の制御盤)

長時間の連続稼働を強いられる制御盤部品の経年劣化に対する整備

3 財源内訳

事業費
国庫支出金

千円 千円

257 700

※一般廃棄物処理事業

4 概要の明図

(1)延命化工事

財源 内

県支出金 地方※

千円 千円

215,700

充当率90%または75%

エタービン

じんア

'玉匪

イ

排ガス処理棟

(共通 1基)

器整

2
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(2

訳

その他

千円

η
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じん

ー)

ア給じん装置整備(2号炉)

ごみピットから投入ホッパーに投入されたごみを焼却炉内へ送り込む設備
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一般財源

千円

42,000
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イ節炭器整備(2号炉)

ボイラー出口の排ガス冷却用設備

ウろ過式じん器整備(2号炉)

ごみ焼却時に発生するぱい煙等を除去する設備

声^.

エタービン発電機整備

発電する設備



(2)定期整備工事

アごみ

イごみ焼

及

火

、

オ

工

1式

＼

気設整備(1式)_

(1 ・ 2 号)

エ,断破整 a基)

アごみ焼却設備及ぴ付帯設備 a・2号)

ごみ焼却及びごみ焼却時に発生する温の焼却熱を冷却する設備

^

,' 、

ウクしーンバケ外整

'J

J

ごみ焼却施設耐火物補修(1式)

焼却炉を高温のごみ焼却熱から保

尋貞●ネ尋ヤ
、ー
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工享ε聾
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ウクレーンバケット整備(ごみ用3基・灰用 1基)

燃やせるごみを炉内に投入、または、灰をトラックヘ

工剪断破砕機整備(1基)

粗大ごみを破砕する設備

する設備

オ電気設備整備口式)

有害ガス除去装置の制御盤



202~

205

予

款

1 概要

昨今、.、本地や九州北部雨など不測の災害が頻発しており、災害時に発生する廃棄物は、

既存の施設で通常処理が不可能であるため、処理されるまでの間、適正に一時保管する必要があ

る。災害に備えるための一時保管所の確保は、長崎市としても喫緊の課題となっている。

そーで東工敷地内の空地に災害廃棄物仮置を整備することとしナ・いがーの所は埋゛

処分の跡地であるため、一定規模を超える土地の形質変更(掘削、増加荷重等)には制限があ

る。

この制限の範囲内で災害廃棄物仮置場を整備するため、「終処分跡地形質変更に係る施行

ガイドライン」に基づき、平成30年度は、地調査、測及び実施設計を行う。

また、仮置として使用しない通常時には、東工の操業延長に係る地元要望であるグラウンド

として、地元へ開放する。

4

衛生費

説明書

2

清掃費

目

2

ごみ処理費

号
事業名

8-3

【単独】ごみ処理施設

等整業

災廃棄物仮場

2 業内容

災害廃棄物仮置

予算額

3 スケジュール

地質調査、測、実施設計業務委託(平成30年度)

災害廃棄物仮置整備工事(平成31年度)

整備に係る地調査、測、実施設計業務委託

干円

9,000

4 財源内訳

事業

千円

9,000

※一般廃棄物処理事業債

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

9.000千円

源

地方

充当率 75%

内

※

千円

6,700

訳

その他

千円

一般財源

千円

2.300

ページ
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ページ

202~

205

款

予算説明書

4

衛生費

1 概要

ごみの散乱や臭気を防止し、地域の良好な'生境を維持するため、道路新設・改良整備や

自治会等からの要望により、フェンス囲い等のごみステーションを設置する。

また、伊良林小学校前(中川倶Dにおける歩道上の共用ごみステーションについては、引き出

所にもなっていることから、ごみ出し日はスヘース不足により、ごみ袋がし作業後のごみの

大にみ上がっているため、伊良林小学校(北側校舎)改築工事に伴い、擁壁の設置工事に付

帯して、掘り込み式のごみステーションを設置する。

2

清掃費

目

2

ごみ処理

番号

2 事業内容

(1)伊良林小学校改築工事に伴い設置するごみステーションの概要

約24nr(幅5.86mX奥行4.1m)ア延床面

さ:約2. omイ

ウ構造:鉄筋コンクリート造

8-6

【単独】ごみ処理施設

備事業費

ごみステーション

名 予算額

(2)平成30年度予の内容

千円

4,000

伊良林小学校改築工事に伴うごみ

ステーション設置工事

道路新設・改良整備や自治会の要

望等に伴うごみステーション整備

計

3 財源内

事業

平成30年度

(当初予)

2,600

千円

4,000

※一般廃棄物処理事業

平成31年度

(債務負担行為)

3,900

国

1,400

支出金

千円

4,000

(単位:千円)

計

財

県支出金

千円

充当率75%

3.900

6,500

源 内

地方※

千円

3,000

1,400

フ,900

訳

その他

千円

-39-

一般財源

千円

1,000



4 ごみステーション配図

伊良林小学校平面図

道34号

ーみステーション設置位置

南側校舎

北側校

、

●1、

病

設置工事後のごみステーション

中島川

現在のごみステーション

・1 櫃.'如黒高
1

口四"

^

平成32年度
4567

供用開始

【参

り工^中・..

""
'豊'

立面図

】伊良林小学校(北側校舎)改築工

平成30年度
6 7 8 9 10 11 12 1 2 34 5

平面図

スケジューjレ

平成31年度
4 5 6 7 8 9 1011 12 1

地面

レべjレ

エ(12か月)

ごみステーション設置工事
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第3
ページ

債務負担

事

10

1 概要

伊良林小学校改築工事に伴い、擁壁の一部に掘り込み式のごみステーション設置工事を平成30

年度から平成31年度にかけて行うために、平成30年度分を当初予に計上し、平成31年度分につい

て債務負担行為の設定を行う

行為

項

ごみステーション整備業

2 内容

(1)伊良林小学校改築工事に伴うごみステーション設置工事の内訳

平成30年度 平成31年度
工事(全体)

(当初予) (債務負担行為)

千円千円 千円

2,600 3,9006,500

期 間

平成31年度

3 財源内訳

年度

限度額

(設定額)

千円

3,900

30年度

事業費

31年度

千円

2,600

国庫支出金

千円

合計 6,500

※一般廃棄物処理事業債充当率75%

3,900

財

県支出金

千円

源

地方

内

※

千円

1,900

1,700

訳

その他

千円

2,900

一般財源

千円

700

4,800

1,000



ページ

204~
207

予

4

衛生

算説

項

1 概要

一般財団法人クリーンながさき(以下「クリーンながさき」という。)は、現在、収したし尿の

一部及ぴ浄化槽汚泥を、旧クリーンセンター(茂里町)まで運搬し、その後、別業者が大型車両で

中継し、琴海クリーンセンター(琴海戸根町)及び長崎半クリーンセンター(脇岬町)まで運搬

している。旧クリーンセンターの使用期限は、地元との協定により平成31年3月31日までとなって

おり、平成31年4月1日以降の新たな中継所として三京クリーンランド埋立処分内と南部下水処

理場内の2か所の整備を行う

明書

2

清掃費

目

3

し尿処理

番号

2

事業名

【単独】し尿処理施
設整備業費
し尿・浄化槽汚泥

積替施設

事業内容

2-2

対象

し尿

予算額

設置所

三京クリーンランド

埋立処分内

浄化槽汚泥

34,

千円

300

3

南部下水処理内

財源内訳

事業費

中継タンク仕様

千円

34,300

※一般廃棄物処理事業

容

材質

耐用

年数

40キロリットル

ステンレス製

8年以上

(中古品想定)

国庫支出金

千円

その他設備

財

県支出金

千円

脱臭装置

連絡調整員詰所

充当率75%

脱臭装置

連絡調整員詰所

フェンス(観配慮)

源

地方

25,

訳

千円
700

その他

千円

一般財源

千円
8,600

内
※



【参考】

し尿中継タンク(40kL)設置予定場所

排水処理施設

ハ、キ1一幼一出入口

三京クリーンランド埋立処分場内(長崎市三京町)

設予 所

浄化槽汚泥中継タンク(40kL)

E二抑詫ノ、耿賊尭コニユ

ガーデン・拓の、

゛

<゛の田運●nグト

図1 し尿中継タンク設買予定場所

予定場所 南部下水処理場内(長崎市戸町5丁目)

A、キ1一幼一出ス、ロ

管理棟

南部下水処理場

困隠しフエンス

図2 浄化槽汚泥中継タンク設置予定場所

.



ステンレス製40キロリットルタンク参考品

臭気対策(模式図)

中継タンク

材:スデンレス製

容:40キロリットル

通気管

臭気

脱臭装置 (活性炭吸着方式)

排気



【参考】 比較検討

現行方式を継続

旧クリーンセンターへ搬
入しているし尿等を完全密
閉したクリーンセンター内

で別業者の大型車で中継し
両処理へ運搬。

また、一部のし尿は東部、
南部の民間タンクを中継地
として利用し、別業者の大

型車で中継し、両処理場へ
運搬。

内容

人員増

案1

旧クリーンセンターへ搬
入しているし尿等について

は、南部・北部の新設タンク
及び東部・南部の民間タンク
を利用し、別業者の大型車で

中継し、両処理へ運搬。

車両増

中継地

の境

面

案2

旧クリーンセンタ

ーへ搬入しているし

尿等を直接両処理
へ運搬。

一人※1

南部・北部に新設するタン
クについては、下水処理内

及び埋立処分場内を予定し
ており、周辺に住宅・事業所
はないことから、面での

影は少ない。

また、東部・南部の民間タ
ンクについては、現在、既に

利用中であり、環面での影

は少ない

効率面

一台※2

交通面

10 台

(2t:8 台 4t :1 台

8t :1 台)

10 人

し尿等を市中心部外のタ
ンクへ運搬する必要がある
ため、効率が悪くなるが、北
部のタンクを新設すること
により効率が良くなる地区

もあるため、案2と比べ効率
は良い。

両処理まで大型車によ

る運搬を行うことで、搬入作
業の効率化や処理場周辺の
交通渋滞の緩和や事故防止
につながる。

施設面

直接両処理へ運
搬すると、処理への

移動だけでも往約
1.5~2時間を要する

ため効率が悪い。

両処理まで直接
運搬を行うことで、車

両台数が増え、処理場
周辺の交通渋滞や事

故が懸念される。

両処理場の投入室

の能力が限られてい

ることから、車両台数
が増加すると、投入す
るまでに相当の待機

時間を要する可能性
がある。



現行方式を継続

(初期
小計
用①)
・千円

経済面

(増加

費用)

(初期
小計

(維持管理費用②)
小 119,000千円

案1

用①)
34,300 千円

中古タンク購入設置

脱臭装置設置費

連絡員詰所建設費

く旧クリーンセンター

維持管理費>

(茂里町)

計刀,000千円

(維持管理用②)蜘
小計 52,000 千円

(初期費用①)
小計 23,000千円

<し尿運搬等業務委託料>

(茂里町)

計 42,000千円

案2

<架装バネル設置>

計 23.000 千円

く旧クリーンセンター

維持管理>

(茂里町)

合計(a升②)

※1 ※2

※3

<し尿運搬等業務委託料>

(三京)

案1ほ、大型車で運搬を行うため、案2の様な人員増、車両増の必要がなく、両施

設周辺の交通渋滞の緩和や事故防止の点で案2より有利である。

維持管理費用は、案1がも安価となる。

(維持
小計

119,000 千円

計 7,000 千円

計

(南部下水処理

計

理用②)
刀,000千円

合計(d升②)

く旧クリーンセンター

維持管理費>

(茂里町)

計 7,000 千円

22,000 干円

23,000 千円

く人件、車両リース

料、燃料費等>

計 70,000 千円

86,300 千円

合計(a)H含)

100 000 千円



0し尿収集計画

現行

H帥年彦までの搬入の流れ【し尿1

旧町柔新aヒ部
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0浄化槽汚泥収集計画

現行

H30年度までの搬入の流れ【浄化槽汚泥】

琴泡クリーンセンター(琴海戸根町)

旧町業者(北郁)

13.9乢日(②)

オー.゛・

..

. くらの重評醐ゑ

.

委託による中継・運搬
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一
Φ
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"31年座からの搬入の流れ【浄化槽汚泥】
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ページ

204~

207

款

予 算説

項

4

衛生費

1 概要

琴海クリーンセンターの再稼働に伴い、琴海戸根地区自治会と締結した地域整備のに

基づき、平成29年度から琴海戸根地区の地域境整備を実施しているが、平成30年度は、琴海戸

根郷公民館の瓦替え及ぴ琴海戸根町業用水配管(平成29年度施工)に用水中継用の溜桝を設

置する。

また、旧クリーンセンターは、平成27年度末までの使用予定であったが、し尿、浄化槽汚泥を琴

海及び長崎半クリーンセンターへ運搬するにあたり、3年間に限ってクリーンセンターの一部を引

き続き使用することについて地元の了承を得て、銭座校区連合自治会と改めて境保全協定を締

結したが、地元から要望があった地域環境整備において、公民館の整備を実施する。

明書

2

清掃費

目

3

し尿処理費

番号
事

2-3

【単独】し尿処理施

整備業

地

2 事業内容

地域境整

項目

琴海戸根郷公民館改修費

補助金

琴海戸根町農業用

水配管用溜桝設置工事

銭座校区公民館改修

補助金

名 予算額

6,800千円

千円

6,800

内容

琴海戸根郷公民館の整備(瓦の改修)

平成29年度に敷設する琴海戸根町成宇津地区の

業用水配管に用水中継用の溜桝(1m')2基を設置

銭座公民館の整備(外壁改修、銘板改修、タラップ

設置)、天神町公民館の整備(エアコン取替)

3 財源内訳

事業

千円

6,800

国庫支出金

千円

(単位:千円)

金額

財

県支出金

千円

源

地方

3,480

内

1,500

訳

その他

千円千円

1,820

一般財源

千円

6,800



4 位'、図及び写真

(1)琴海戸根地区域ミイ境整備

"一津J、゛ミ・鰄li"太、V"ニ.賢、,N、y甑'iは恐淺"錢1>、・4ゑ倉、、イ j蓮ミミ'1 ン員"'毛中X鵬、'知愚二智..1-'1

,す▼玉鄭珂卜ごシリXIWへ、ゞ;・ーぜlyア"'j'1fl、、-1§ン噂じ7,・、遜1,,ykゞ弐沙ξyに1掘Nf加〒1'ず、影1溜§;当■、÷粉毛万■山゛風1断一亘'ξ/や'・、烏予編膨 1、多,4績ゞ.ご太'1翫亀',＼姦、'、

'卓゛^」'

姉
.;'ーノノ' 1 ._.

jl'・ト1、卸、,・'ずつ1,'農^^Zi"欝ノ1夕卸サ"'ず.1,、、!_^盈"!'、電1を亀 f一富,、宮':i,・'C^^遜・,'剖一゛,_、゛皇"'戸!ー^^

留、:,欝,県饗講M'・,・21'西P倒ゑ遜毅琵1,舮聖ゞ加墓測'国駅・一」'●^.、!"轟牙,事今壁冬§彫',齡念'^1懇'・・・即晶窯,k.^・ι・塗驫笈ヲ鳩.卵,曾智,11 即鹸§窒託塗盲f琴,§四悳i卜造IC 恕・,誕戸・謀ミ愚4才ンJI^4亘七1、N置、、^俸翻01津,ぞ蝕倉'イ→隱^・、温冥劃膨,ゞ■扉陽哉气§趣一兵;' 1艇靜一=亀等气1俄、,、盲瓢§、、ミ・,子亀!^t一泌一ー"藝・ゞ1、'威徽会・・、瓢、ミン式賢=器.
.シ毛弓、爺誕む遜・゛"・'雌、●霊・1111喰4夕喜、§ゞ・ N憩冨冒、'穐綿ゞ轟烝ゞ券捜§藤途符毛i蜜L愚§ミ空直露里静蘭、厘Zr '血ψ・、.血冨'賜,'ぶ§、遣 M織誕,、、ず鼻巨ン1N,t芸江1四蹴一j'§多之§戸血、三^・,、'賢艇婁1'遷縫;釜を'",/' q1女" 0側声.11倉、ー、ミ1 f・§震婁'4、ミ,建グ'/゛七毛,.イ4、^サ
ト§ミ伽嵯艇1ゞ匹司ン1N阿智j隷ゞ、ヌ弓
・咽ゞ琴ミ、皇,1美冒トコ皿 jlf.厘4・,、、芝11ゞ11削、'驫'咽¥釜ミ11.E翔゛・',1・咲、'宅命1ル鵠竃)、.劇 J^喜叉株,、、這、'・ムZ,都;',气.牙.;卦1袖..1釜匝河、 41え甜冥ゞ§Xt'芯篭ミ§'," f.辛,直'謬・ー."

捗N§獲巡~§食雫",吸油司契^1.心浦轟N・'多愚途キ弓i§1、互t^か祁'1eま苅珍、'ご●§甑愈't§謬珍》ア)沸,仁1蔀ご{、',太§r武・べ岼1甑、・^',^1顕゛脹§'尋>元獄区■一j11、Jψ、1

'¥匡七づ.ψ"、・

、0訟゛名ブー

^

.ー,J'゛゛,.__,゛

ー'一圖一一鰹'紗'・、・',鳥V●^、、j漢戸、ー^富男r-P11.,/巨1ン冬皇'左謬^二牙兵'毅^^'才,'xi嘉/1^11"昇如■t,、を.厚"・',河K 唐1§'ご琴r.侮▲゛.・竺..,ず'R.爲;,懸f畿',琴IV、C.,
、や,鉱、'謀1薙1詞赴゛'・、N一郁ゞ、X置回1孝璽、ゞ1繕14讐玉、、.、、ゞ薪11叉§＼ン1L'皿、{■^'、壷.塗、黒へ、f ,子'＼＼

●〆ク当熹
^^・兵t会ず卜鍬1逕,・ゞ

.ー

..

11

臼

.1

^

コ

6

、、、、111,^.j.1゛'iIJ J

一
一
.

＼
、

、
、
;
三
一
一
一
之
一
、

ー
'
、

、
゛
＼
 
k
、
ミ
、
、
、
,
.
、
、
ミ
、
、
、
ー

串
゛

、
.

1
 
■
,
'



(2)銭座校区公民館整備
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参考

長崎市長田上富久様

寒冷の候、貴職におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。

さて、琴海戸根町の琴海クリーンセンターにつきましては、平成38年3月31日まで

の期問の稼働を了とし、平成26年3月18日付けで環境保全協定を締結したととろです。

協定 1'おいては、「甲(市)は、戸根地区の地城振興の一定配慮するよう努めるもの

とする」とされているところですが、この地域振興に0いて、協定締結時点での具体的な

要望は行っていませんでした。

二の度、地元としての要望事項を取りまとめましたので、以下のとおり要望します。よ

ろしく北取り計らいくださいまtようお願い致します。

なお、今回の琴海クリーンセンターの再稼働に伴う地域振興の要望としては、以下の各

項目に限ることを申し添えます

要望

平成2 9年1月3 0日

琴海戸根地区自治会云

会長藤川清自'
ー、:台ι

【要望事項】

1'戸根地区の各種行事のための広場用地として、公民館に隣接する士地の取得及び整備

2 戸根地区公民館の瓦替え(セメント瓦から焼物瓦へ)

3 業用水を確保するため、水道統合整備で不要となる戸根浄水揚から上下水道局で設

催された井戸水(ボウリング水)施設を経由し成宇津地区配水タンクまで送水する六

めの用水管の數設

4 海底の環境を守るための漁業振興策として海底耕運を5年問実施

売砂、

232,-1
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長崎市長田上富久様

貴職におかれましては、ますます御健勝のこととお喜ぴ申し上げます。

さて、茂里町の旧長崎市クリーンセンターにつきましては、 3年間に限り、し尿及び浄

化糟汚泥の積替場所等として使用することについて了とし、平成27年11月27日付け

で環境保全協定を締結したところです。

この件についての協議を行う中で、平成27年度第1回長崎市クリーンセンター銭座校

区運営協議会(平成27年8月31日開催)において、地元側として、「地元に対する、

銭座校区全体の為に何か役に立つようなことを要望するが、これについては、今後地元と

市で協議する」ことを回答したところです。

つきましては、このたび要望事項がまとまりましたので、要望書として提出します。よ

ろしくお取り計らいくださいますようお願い致します。

なお、今回の要望につきましては、この要望誓にて提出する事項に限ることを申し添え

ます。

銭座校区連合自治会

会長火石

要望書

平成30年1月30日

眞

【要望事項】

1 天神町公民館のエアコン2台の取替え

2 銭座公民館の外壁補修、看板(銘板)補修,タラップ設置

条平゛築
30.1.30
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